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第 1 章 問題背景の所在 
 第 1 節 問題の所在 
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第 2 章 研究の方法 
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  第 1 項 ユウキ君家族の居住する X 市 
  第 2 項 ユウキ君（仮名）：小学 2 年生の男児 
  第 3 項 吉田サチコさん（仮名）：ユウキ君の母親 
  第 4 項 坂本マユミさん（仮名）：ユウキ君の保育所年長組担任 
  第 5 項 藤岡ミドリさん（仮名）：ユウキ君の小学校 1 年次特別支援学級担任 
  第 6 項 「私」：聞き手 
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    第 1 項 データ収集方法 
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 第 1 節 インタビューまでのユウキ君とのやりとり 
 第 2 節 ユウキ君の小学校就学の経験 
 第 3 節 ユウキ君の経験した就学に関する考察 
 第 4 節 小括 
 
第 4 章 サチコさんが経験したユウキ君の小学校への就学 
 第 1 節 インタビューまでのサチコさんとのやりとり 
 第 2 節 Ⅰ期：年長児 12 月まで 
 第 3 節 Ⅱ期：年長児 1 月～3 月 
 第 4 節 Ⅲ期：1 年生 4 月～6 月 
 第 5 節 Ⅳ期：1 年生 6 月～ 
 第 6 節 Ⅴ期：1 年生 7 月～ 
 第 7 節 Ⅵ期：1 年次 3 学期 
 第 8 節 サチコさんが経験した就学への考察 





第 5 章 坂本マユミさんが経験したユウキ君の小学校への就学 
 第 1 節 インタビューまでのマユミさんとのやりとり 
 第 2 節 マユミさんの小学校就学に関する考え方やこれまでの経験 
 第 3 節 Ⅰ期：年長児 12 月まで 
 第 4 節 Ⅱ期:年長児 1 月～3 月 
 第 5 節 Ⅲ期以降 
 第 6 節 マユミさんの経験した就学への考察 
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 第 1 節 インタビューまでのミドリさんとのやりとり 
 第 2 節 ミドリさんの小学校就学に関する考え方やこれまでの経験 
 第 3 節 Ⅰ期：年長児 12 月まで 
 第 4 節 Ⅱ期:年長児 1 月～3 月 
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 第 9 節 ミドリさんの経験した就学への考察 
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第 7 章 総合考察 
 第 1 節 就学における 3 点の課題へのまとめ 
 第 2 節 当事者の就学の経験 
 第 3 節 ドミナント・ストーリーとそれぞれのモデルストーリー 
 第 4 節 就学に関する当事者の語りを併せた検討 
 第 5 節 インタビューにおける当事者と「私」の間の相互行為の検討 



























































 本研究の対象者は、ユウキ君（仮名：小学校 2 年生の男児、3 歳で広汎性発達障害との診
断を受けている）、吉田サチコさん（仮名：母親）、坂本マユミさん（仮名：ユウキ君の保育
所年長クラス担任保育者）、藤岡ミドリさん（仮名：ユウキ君の小学校特別支援学級 1 年次
の担任教諭）の 4 名である。 
 インタビューでは、ユウキ君の就学に関すること、その人の保育や子育て、教育におけ
る経験、障害児とのかかわりなどについて、筆者との対話の中で語りの聞き取りを行った。
母親へのインタビューは 20XX 年 9 月～20XX＋1 年 6 月までの間に計 250 分、母親の自
宅にて実施した。ユウキ君は、20XX 年 8 月～9 月に計 240 分遊びながらユウキ君の自宅
で話を聞いた。保育者には 20XX 年 9 月～20XX＋1 年 2 月までの間に計 150 分、勤務先
の A 保育所の応接室で、小学校教諭には、20XX 年 9 月に計 90 分のインタビューを、勤
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